
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
人間及び他の哺乳類が居住し得る、および非自己保持式の可燃性材料を含む、空気を含有
する囲まれた領域内において、火災の防止、制御及び／または消火を行う方法であって、
前記囲まれた領域内の可燃性材料の燃焼を抑制するような全酸素のモル当りの熱容量を与
えるために十分な量の CHF3を含有するガス状組成物を、通常の哺乳類の活動に障害なく、
前記空気を含有する囲まれた領域内に導入する工程を具備する方法。
【請求項２】
前記空気中に存在する酸素と共に、哺乳類の生命を維持するために十分な全酸素を提供す
るために必要な量までの量で、補給（ make－ up）酸素を、前記囲まれた領域内に導入する
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記囲まれた領域内の CHF3の量を、約 14ないし 80容量％のレベルに保持する請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
前記囲まれた領域内の CHF3の量を、約 24容量％に保持する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
共消火剤としての少なくとも１％の少なくとも１種のハロゲン化炭化水素が、前記囲まれ
た領域内に導入された前記 CHF3とブレンドされ、前記共消火剤としてのハロゲン化炭化水
素は、ジフルオロメタン（ HFC－ 32）、クロロジフルオロメタン（ HCFC－ 22）、 2,2－ジク
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ロロ－ 1,1,1－トリフルオロエタン（ HCFC－ 123）、 1,2－ジクロロ－ 1,1,2－トリフルオロ
エタン（ HCFC－ 123a）、２－クロロ－ 1,1,1,2－テトラフルオロエタン（ HCFC－ 124）、１
－クロロ－ 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（ HCFC－ 124a）、ペンタフルオロエタン（ HFC
－ 125）、 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（ HFC－ 134）、 1,1,1,2－テトラフルオロエタ
ン（ HFC－ 134a）、 3,3－ジクロロ－ 1,1,1,2,2－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225ca）
、 1,3－ジクロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225cb）、 2,2－ジクロロ
－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225aa）、 2,3－ジクロロ－ 1,1,1,3,3－ペ
ンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225da）、 1,1,1,2,2,3,3－ヘプタフルオロプロパン（ HFC
－ 227ca）、 1,1,1,2,3,3,3－ヘプタフルオロプロパン（ HFC－ 227ea）、 1,1,1,2,3,3－ヘ
キサフルオロプロパン（ HFC－ 236ea）、 1,1,1,3,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 23
6fa）、 1,1,1,2,2,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236cb）、 1,1,2,2,3,3－ヘキサフ
ルオロプロパン（ HFC－ 236ca）、３－クロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCF
C－ 235ca）、３－クロロ－ 1,1,1,2,2－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235cb）、１－ク
ロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235cc）、３－クロロ－ 1,1,1,3,3－
ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235fa）、３－クロロ－ 1,1,1,2,2,3－ヘキサフルオロプ
ロパン（ HCFC－ 226ca）、１－クロロ－ 1,1,2,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 22
6cb）、２－クロロ－ 1,1,1,3,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226da）、３－クロ
ロ－ 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ea）、及び２－クロロ－ 1,1,1,2,
3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ba）からなる群から選択される請求項１～４の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
人間及び他の哺乳類が居住し得る、および非自己保持式の可燃性材料を含む、空気を含有
する囲まれた領域内において、ジフルオロメタン（ HFC－ 32）、クロロジフルオロメタン
（ HCFC－ 22）、 2,2－ジクロロ－ 1,1,1－トリフルオロエタン（ HCFC－ 123）、 1,2－ジクロ
ロ－ 1,1,2－トリフルオロエタン（ HCFC－ 123a）、２－クロロ－ 1,1,1,2－テトラフルオロ
エタン（ HCFC－ 124）、１－クロロ－ 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（ HCFC－ 124a）、ペ
ンタフルオロエタン（ HFC－ 125）、 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（ HFC－ 134）、 1,1,1
,2－テトラフルオロエタン（ HFC－ 134a）、 3,3－ジクロロ－ 1,1,1,2,2－ペンタフルオロ
プロパン（ HCFC－ 225ca）、 1,3－ジクロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC
－ 225cb）、 2,2－ジクロロ－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225aa）、 2,3
－ジクロロ－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225da）、 1,1,1,2,3,3,3－ヘ
プタフルオロプロパン（ HFC－ 227ca）、 1,1,1,2,3,3,3－ヘプタフルオロプロパン（ HFC－
227ea）、 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236ea）、 1,1,1,3,3,3－ヘキサ
フルオロプロパン（ HFC－ 236fa）、 1,1,1,2,2,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236cb
）、 1,1,2,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236ca）、３－クロロ－ 1,1,2,2,3－ペ
ンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235ca）、３－クロロ－ 1,1,1,2,2－ペンタフルオロプロパ
ン（ HCFC－ 235cb）、１－クロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235cc）
、３－クロロ－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235fa）、３－クロロ－ 1,1,
1,2,2,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ca）、１－クロロ－ 1,1,2,2,3,3－ヘキサ
フルオロプロパン（ HCFC－ 226cb）、２－クロロ－ 1,1,1,3,3,3－ヘキサフルオロプロパン
（ HCFC－ 226da）、３－クロロ－ 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ea）
、及び２－クロロ－ 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ba）からなる群か
ら選択されるガス状組成物と、該ガス状組成物を前記空気を含有する囲まれた領域に噴射
するための噴射剤とを、該空気を含有する囲まれた領域に導入することにより、火災の防
止、制御及び／または消火を行う方法であって、前記噴射剤は、前記ガス状組成物を噴射
するために十分な量の CHF3を含有する方法。
【請求項７】
噴射剤として作用するために十分な量のトリフルオロメタンと、少なくとも１％の少なく
とも１種のハロゲン化炭化水素との消火組成物を加圧下で充填された加圧容器を具える携
帯用消火器であって、該ハロゲン化炭化水素は、ジフルオロメタン（ HFC－ 32）、クロロ
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ジフルオロメタン（ HCFC－ 22）、 2,2－ジクロロ－ 1,1,1－トリフルオロエタン（ HCFC－ 12
3）、 1,2－ジクロロ－ 1,1,2－トリフルオロエタン（ HCFC－ 123a）、２－クロロ－ 1,1,1,2
－テトラフルオロエタン（ HCFC－ 124）、１－クロロ－ 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（
HCFC－ 124a）、ペンタフルオロエタン（ HFC－ 125）、 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（ H
FC－ 134）、 1,1,1,2－テトラフルオロエタン（ HFC－ 134a）、 3,3－ジクロロ－ 1,1,1,2,2
－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225ca）、 1,3－ジクロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオ
ロプロパン（ HCFC－ 225cb）、 2,2－ジクロロ－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCF
C－ 225aa）、 2,3－ジクロロ－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225da）、 1,1
,1,2,2,3,3－ヘプタフルオロプロパン（ HFC－ 227ca）、 1,1,1,2,3,3,3－ヘプタフルオロ
プロパン（ HFC－ 227ea）、 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236ea）、 1,1,1
,3,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236fa）、 1,1,1,2,2,3－ヘキサフルオロプロパ
ン（ HFC－ 236cb）、 1,1,2,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236ca）、３－クロロ
－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235ca）、３－クロロ－ 1,1,1,2,2－ペン
タフルオロプロパン（ HCFC－ 235cb）、１－クロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン
（ HCFC－ 235cc）、３－クロロ－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235fa）、
３－クロロ－ 1,1,1,2,2,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ca）、１－クロロ－ 1,1,
2,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226cb）、２－クロロ－ 1,1,1,3,3,3－ヘキサ
フルオロプロパン（ HCFC－ 226da）、３－クロロ－ 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン
（ HCFC－ 226ea）、及び２－クロロ－ 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226b
a）からなる群から選択される消火器。
【発明の詳細な説明】
関連出願の参照
本出願は、 1989年 10月４日出願の米国特許出願 No.7/417,654の一部継続出願である。
発明の利用分野
本発明は、可燃性材料の燃焼に基づく火災の消火及び防火に用いる組成物に関する。特に
、本発明は、使用に対し「安全」な組成物に関するものであり、この「安全」とは、現在
使用された消火物と同様に、人間にとって安全であり、かつ絶対に環境に安全であるとい
う意味である。本発明の組成物は、オゾン層消耗には決してまたはほとんど影響を及ぼさ
ず、地球の加温作用いわゆる「温室効果」に決してまたはほとんど寄与しない。これらの
組成物のこれらの領域への影響は最小限であるが、これらの組成物は、防火及び消火、特
に囲まれた空間における防火及び消火に効果的である。
本発明及び従来技術の背景
防火及び消火においては、（１）空気から可燃物を隔離すること、及び（２）燃焼の進行
に必要な温度を回避または減少することの２つの重要な要件を考慮しなければならない。
このように、可燃物を空気中の酸素から隔離するために燃焼する表面を覆う被覆物または
泡で小さな火を覆い消すことができる。火を消すために燃焼する表面に放水するという通
常の方法では、その主たる要件は、燃焼が進行できないところまで温度を下げることであ
る。明らかに、水の場合、可燃物を覆い消すことまたは空気からの隔離もまた生ずる。
通常、さまざまな種別例えば火災の場所、その可燃物、及び火の大きさに応じて、消火の
ための特定の方法が用いられる。例えばコンピュータ室、貯蔵室、稀覯書の保管室、石油
パイプラインのポンプ所等のような固定された囲いの中では、ハロゲン化炭化水素系消火
剤が一般的に好ましい。このハロゲン化炭化水素系消火剤は、このような火災のみに有効
なわけではないが、部屋またはその中身にほとんど損傷を与えない。このことは、通常の
放水による消火方法を用いたとき、しばしば火災による損傷よりもひどくなり得ることで
良く知られた「水による損傷」と対照的である。
ハロゲン化炭化水素系消火剤として通常最も一般的なのは、臭素含有ハロカーボン例えば
ブロモトリフルオロメタン（ CF3 Br、ハロン　 1301）及びブロモクロロジフルオロメタン
（ CF2 ClBr、ハロン　 1211）である。これら臭素含有消火剤は、進行する火災の消火に非
常に効果的であると考えられている。なぜならば、燃焼に伴う高温では、これらの化合物
は分解して臭素原子を含む生成物を形成し、この臭素原子は、自己保持性遊離基燃焼工程
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を効果的に妨げて消火する。これらの臭素含有ハロカーボンは、携帯用機器、または火災
検知器によって作動された自動室内放液機構から注液され得る。
様々な状態で、囲まれた空間が存在する。このように火災は、部屋、地下室、収納された
機械、オーブン、コンテナ、貯蔵タンク、及び地下貯蔵庫等で起こり得る。有効量の消火
剤を、閉ざされた空間内に人の占有が可能な環境中に使用することは、２つの状況を含む
。まず第１の状況では、消火剤は、閉ざされた空間に導入され、そこにある火を消し、第
２の状況は、火災の「消火」またはさらに、正確には、発火及び燃焼の持続を行なうこと
ができない量の火災予防剤を含む常時存在する環境を提供することである。このように、
米国特許 3,844,354では、ラーセン（ Larsen）は、クロロペンタフルオロエタン（ CF3－ CF

2 Cl）を全体の放液機構に使用して、固定され囲まれた空間中の消火を行なうことを示し
ており、このクロロペンタフルオロエタンは囲まれた空間内に導入され、 15％未満の濃度
を維持する。一方、米国特許 3,715,438で、ハゲット（ Huggett）は、囲まれた空間内に、
居住性が良いが、同時に燃焼を持続しない環境を作ることを開示している。ハゲット（ Hu
ggett）は、空気と、カーボンテトラフルオリド、ヘキサフルオロエタン、オクタフルオ
ロプロパン及びその混合物からなる群から選択される過フッ化炭素と、必要に応じてメイ
ク－アップ（ make－ up）酸素とから実質的になる環境を提供している。
燃焼を持続しない居住性の良い環境を提供するために、ハロン　 1301のような臭素含有ハ
ロカーボンを使用し得ることも良く知られている。しかしながら、臭素含有による高コス
トと、人体への毒性すなわち（ハロン　 1301f　 7.5～ 10％を越える範囲では使用できない
）比較的低いレベルでの心臓病の感受性とは、臭素含有化合物を長い間の利用には不向き
なものとさせている。
近年、臭素化ハロカーボン消火剤の利用にさらに重大な欠陥が発生した。成層圏のオゾン
層の消耗、及び特にクロロフルオロカーボン類（ CFC´ｓ）の役割が、もう１つの冷却剤
、溶媒、及びブロー剤等の開発に大きな関心を導いた。現在、ハロン　 1301、ハロン　 12
11のような臭素含有ハロカーボンは、オゾン層消耗過程において、クロロフルオロカーボ
ン類と少なくとも同程度に活性であると考えられている。
上述のように、例えばハゲット（ Huggett）により示唆されたようなペルフルオロカーボ
ン類は、クロロフルオロカーボン類ほどオゾン消耗過程に大きな影響があるものではない
と考えられているが、その並外れた安定性は、他の周囲領域に「温室効果」を疑わせてい
る。この効果は、熱伝達に対する遮蔽を提供するガスの蓄積により発生し、地球表面の不
所望な温暖化を導く。
このため、安全な人類の安全な居住性を提供することができ、かつ成層圏のオゾン消耗ま
たは「温室効果」にほとんどまったく寄与しない効果的な消火剤組成物、及び消火方法に
対する必要性がある。
本発明の課題は、このような消火剤組成物を提供することにあり、また、有効量の組成物
を固定され囲まれた空間に導入することにより、この空間内の火災を妨げ、制御する方法
を提供することにある。
発明の概要
本発明は、 FC－ 125として知られるペンタフルオロエタン（ CF3－ CHF）２ 、及び FC－ 134及
び FC－ 134aとしてまた知られるテトラフルオロエタン類（ CHF2－ CHF2と CF3－ CH2 F）の群
から選択された少くとも１種のフッ素部分置換エタンから実質的になる有効量の組成物が
、特に囲まれた空間における、人体への毒性、オゾン消耗及び「温室効果」の見地から見
て環境に悪影響を与えることなく可燃物の燃焼に基づく火災の防止及び／または消火を行
なうものである。
トリフルオロメタンは、１％という少量のハロゲン化炭化水素と共に使用され、このハロ
ゲン化炭化水素は、ジフルオロメタン（ HFC－ 32）、クロロジフルオロメタン（ HCFC－ 22
）、 2,2－ジクロロ－ 1,1,1－トリフルオロエタン（ HCFC－ 123）、 1,2－ジクロロ 1,1,2－
トリフルオロエタン（ HCFC－ 123a）、２－クロロ－ 1,1,1,2－テトラフルオロエタン（ HCF
C－ 124）、１－クロロ－ 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（ HCFC－ 124a）、ペンタフルオ
ロエタン（ HFC－ 125）、 1,1,2,2－テトラフルオロエタン（ HFC－ 134）、 1,1,1,2－テトラ
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フルオロエタン（ HFC－ 134a）、 3,3－ジクロロ－ 1,1,1,2,2－ペンタフルオロプロパン（ H
CFC－ 225ca）、 1,3－ジクロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225cb）、 2
,2－ジクロロ－ 1,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225aa）、 2,3－ジクロロ－ 1
,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 225da）、 1,1,1,2,2,3,3－ヘプタフルオロプ
ロパン（ HFC－ 227ca）、 1,1,1,2,3,3,3－ヘプタフルオロプロパン（ HFC－ 227ea）、 1,1,1
,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236ea）、 1,1,1,3,3,3－ヘキサフルオロプロパ
ン（ HFC－ 236fa）、 1,1,1,2,2,3－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236cb）、 1,1,2,2,3,3
－ヘキサフルオロプロパン（ HFC－ 236ca）、３－クロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプ
ロパン（ HCFC－ 235ca）、３－クロロ－ 1,1,1,2,2－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235c
b）、１－クロロ－ 1,1,2,2,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235cc）、３－クロロ－ 1
,1,1,3,3－ペンタフルオロプロパン（ HCFC－ 235fa）、３－クロロ－ 1,1,1,2,2,3－ヘキサ
フルオロプロパン（ HCFC－ 226ca）、１－クロロ－ 1,1,2,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン
（ HCFC－ 226cb）、２－クロロ－ 1,1,1,3,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226da）
、３－クロロ－ 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ea）、及び２－クロロ
－ 1,1,1,2,3,3－ヘキサフルオロプロパン（ HCFC－ 226ba）からなる群から選ばれた少なく
とも１種である。
本発明の特に顕著に効果的な用途の１つは、米国特許 3,715,438でハゲット（ Huggett）が
定義したような居住を有する環境を提供するに際してのその使用である。このように、本
発明は居住性を有する環境を含み、この環境は、非自己保持型の可燃性材料すなわち燃焼
を支持し得る酸化剤成分を含まない材料の燃焼を持続せず、哺乳類の生命を維持し得るも
のであり、（ａ）空気と、（ｂ）前記環境を含む囲まれた空間内に存在する可燃物の燃焼
を抑制するために十分な量のフルオロエタン（ FC125、 134及び／または 134a）、及び任意
に、必要に応じて、（ｃ）０ないし、哺乳類の生命を維持するために十分な全酸素を空気
中の酸素と共に提供するために必要な量の補給（ make－ up）酸素から実質的になる。
本発明はまた、空気を含み、哺乳類の居住に適し、非自己保持性の可燃性材料を含む囲ま
れた空間内での火災の防止及び制御を行なう方法であって、（ａ）囲まれた隔室内の可燃
性材料の燃焼を抑制するために十分な量の前述のフルオロエタンを囲まれた空間内の空気
中に導入する工程、（ｂ）０ないし、空気中に存在する酸素と共に哺乳類の生命を維持す
るために十分な酸素を提供するために必要な量の酸素を導入する工程から実質的になる。
好ましい態様
トリ－フルオロアルカン、 CHF3は、閉ざされた空間内の空気中に適量加えると、空気の燃
焼－持続特性を排除し、通常の哺乳類の活動に障害なく、囲まれた隔室内にある可燃性の
高い材料例えば紙、布、木、可燃性液体及びプラスチック類の燃焼を制御する。
トリ－フルオロメタンは、極めて安定であり、化学的に不活性である。 CHF3は、腐食性ま
たは毒性の生成物が作られる 400℃もの高い温度でも分解せず、純粋な酸素中でさえも発
火しないので、隔室内に存在する可燃物類の発火温度における炎の抑制剤として連続して
効果を有する。また、 CHF3は、生理的にも不活性である。
トリフルオロメタンは、その低い沸点により、すなわち通常の大気圧下で 82.1℃の沸点に
より、さらに利点を有する。このように、生じ得るどんなに低い周囲温度であっても、こ
のガスは液化することなく、変性された空気の防火特性を減少させない。事実、このよう
な低沸点を有する材料は冷却剤として適切であろう。
また、トリ－フルオロメタンは、極めて低沸点及び高蒸気圧であることすなわち 21℃で約
446.4× 103 kg/m2（ゲージ圧）の蒸気圧により特徴づけられる。このことは、 CHF3が、手
で持つ消火器において噴射剤として働くことを可能とする。また、 CHF3は、本明細書第５
頁及び第６頁に開示されているような他の材料と共に使用され、噴射剤及び低蒸気圧のこ
れらの物質のための共－消火剤として働く。 CHF3は、（窒素と比較して）毒性がなく、（
地球の温暖化ポテンシャルにほとんど影響しない）大気におけるライフタイムがペルフル
オロアルケン（ 500年以上のライフタイムを有する）と比較して短いことにより、 CHF3の
携帯用消火器への用途を理想的なものとする。
手で持つまたはその他の携帯用プラットホームシステム（車輪のあるユニット、手押し車
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に積載されたユニット等）中の噴射剤として、トリフルオロメタンは、第５頁または第６
頁に記載の化合物の１つ以上との混合物中に、 0.5重量％ないし 99重量％の範囲で含まれ
る。噴射剤として使用する場合には、 100％の噴射剤－消火剤混合物を含む。
限られた空間内の空気の燃焼－持続特性を排除するために、閉じられた環境内に存在する
可燃性の非自己保持性材料の燃焼を抑制または防止するために十分であり、かつ必要な何
らか補給（ make－ up）酸素を含み、存在する全酸素のモルあたりの熱容量を変性された空
気に付与する量のガスが添加される。驚くべきことに、 CHF3の使用により、燃焼の抑制に
必要な CHF3の量は、補給酸素の要求を排除するように十分に低いことが見出だされた。
燃焼を抑制するために必要な最小限の熱容量は、特に限られた空間内に存在する特定の可
燃性材料の燃焼性により変化する。材料の燃焼性、すなわち所定の周囲条件のセットの下
で発火し、燃焼を維持する能力は、化学的組成及び体積に対する表面積、熱容量、および
気孔率のようなある物理的特性により変化することは一般に知られている。このように、
ティッシュペーパーのような薄い気孔質のペーパーは木材よりもかなり燃焼性がある。
一般的に、約 40カロリー／℃の酸素の低圧熱容量は、木及びプラスチックのような比較的
中位の可燃性を有する材料の燃焼を防止または抑制するために十分な量より多い。また、
例えば紙、布、及び揮発性の可燃性液体のような可燃性材料は、一般的により高い熱容量
を付与するに十分な量の CHF3が加えられることを必要とする。また、特に可燃性の高い材
料に最小限要求されるより多い熱容量を付与することにより余裕を持った安全性を提供す
ることが好ましい。酸素のモル当り 45カロリー／℃の最小熱容量は、一般的に中位の可燃
性を有する材料に適当であり、酸素のモル当り約 50カロリー／℃の最小熱容量は、高い可
燃性を有する材料に適当である。所望であれば、それ以上を加えることができるが、一般
的に、全酸素のモルあたり約 55カロリー／℃より高い熱容量を付与する量は、実質的にコ
ストを追加し、かつ火災の安全性要因を実質的に増加することなく、不必要な身体の不快
をもたらすものである。
全酸素のモル当たりの熱容量は次式により決定することができる。
Cp＊＝（ Cp） 0 2＋Σ Pz/P0 2・（ Cp）ｚ
（式中、 Cp＊　は一定圧力下の酸素のモル当たりの全熱容量、
P0 2は酸素の分圧、
Pzは他の気体の分圧、
（ Cp） 0 2は一定圧力下の酸素の熱容量、
（ Cp）ｚは一定圧力下の他の気体の熱容量を表す）
酸素含有量を 21％に維持しつつ、 CHF3の沸点及び 25℃、定圧での、 40及び 50カロリー／℃
の熱容量を空気に付与するために必要なモル％は、以下のように示される。
　
　
　
　
　
CH3 Fは約 80％までの濃度で無毒である。
閉ざされた空気空間における酸素濃度は、哺乳類の生命の維持に十分な濃度であるべきで
ある。必要ならば、メイク－アップ酸素の量は、 CHF3ガスによる空気の希釈の程度及び人
の呼吸による空気中の利用できる酸素の消耗の程度のような要因によって決定される。一
般的に、大気圧、減圧、過圧下における人及び哺乳類の生命の維持に必要な酸素量は、良
く知られており、必要なデータは簡単に入手し得る。例えば、 Poul　 Webbの Biostronauti
cs　 Data　 Book、 NASA　 SP－ 3006、 National　 Aeronautics及び Space　 Administration,1
964,p.5を見るとよい。最小限の酸素分圧は、約 1265.5kg/m2（絶対圧）であるものと考え
られ、 5765.2kg/m2（絶対圧）を越えると酸素の毒性が起こると考えられる。海面で通常
の大気圧では、健康を害しない動作領域は約 16ないし 36容量％の酸素濃度である。閉ざさ
れた空間内で維持される通常の酸素濃度は、通常の大気圧で約 16％ないし 21％である。
CHF3を用いた多くの用途では、初めの 21％の酸素量が 16％に減ったときにも CHF3の体積の

10

20

30

40

50

(6) JP 3558629 B2 2004.8.25



要求は極めて少ないので、補給酸素を初期またはその後にさえ必要としない。しかしなが
ら、長時間における居住性は、呼吸により発生する酸素の消耗を埋め合わせるために酸素
の添加を必要とする。
CHF3ガス及び酸素の導入は、囲まれた空気を含む隔室内への適量のガスを計量することに
より簡単に供給される。
この隔室内の空気は、それが好ましいと思われるどんなときでも処理できる。変性された
空気は、火災のおそれが常にある場合または特定の環境が火災の危険を絶対的に最小限に
維持されなければならないような場合では連続的に使用可能であり、もしくは火災が進展
するおそれがある場合では緊急の処置として使用可能である。
上述のように、哺乳類の居住性を損わず、または CHF3の他の利点を失うことなく、第５頁
ないし第６頁に記載された化合物の１種以上を少量、 CHF3と共に使用することができる。
本発明は、以下の実施例によりさらに明確に理解されるであろう。火災の抑制及び消化に
おける CHF3及び前述のブレンドにおける CHF3の予期せぬ効果は、他の火災の消火ガスとく
にペルフルオロアルカンと比較したときの、そのオゾン層との共存性及びその比較的低い
「温室効果」とともに実施例中に示されている。
実施例　１　噴射剤としての CHF3
（窒素との比較）
比較例として、まず 2,2－ジクロロ－ 1,1,1－トリフルオロエタンを計量して窒素で加圧し
、その後実施例１としてトリフルオロメタンで加圧した。
比較例１－ 1182.2gの 2,2－ジクロロ－ 1,1,1－トリフルオロエタン（ HCFC－ 123）を消火器
として使用される容器に加えた。次に、容器を 5.3gの窒素で 106.2× 103 kg/m2（ゲージ圧
）に加圧した。このようにして、消火器に 99.5％の HCFC－ 123と、 0.5％の窒素を収容した
。
実施例１－ 1014gの HCFC－ 123を消火器として使用される容器に加えた。次に、容器を 108.
5gの CHF3で 105.5× 10

3 kg/m2（ゲージ圧）（比較例と等量）に加圧した。このとき、消火
器は 90.3％の HCFC－ 123と、 9.7％の CHF3を収容していた。
両方の消火器を短時間の噴射で放出し、噴射の間に減った圧力を表１及び 1Aに記録した。
比較例では内容物のたった 12.5重量％により圧力が非常に早く失われ、これに対し、実施
例１の噴射剤（ CHF3）は、ほとんど 87重量％の内容物が噴射されても 67％を越える圧力を
維持する。表１に示す 21回の噴射と表 1Aに示す初期噴射との比較。
この実施例は、携帯用消火器の噴射剤として、 105.5× 103 kg/m2（ゲージ圧）の初期圧力
（約 10.5バール）で CHF3を使用することを開示しているけれども、より低い圧力も使用し
うることも理解すべきである。このように、室温（ 20℃）では、 CHF3により消火器を 25.5
× 103 kg/m2（ 2.5バール）を越える圧力に加圧することはそのガラス容器に好ましくなく
、 45.9× 103 kg/m2（ 4.5バール）を越える圧力で加圧することもまた錫の容器に好ましく
ない。
また、この実施例における CHF3噴射剤の処理重量％は、約 10％であるけれども、 0.5～ 100
重量％の範囲で使用することができる。
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